
1970 年代から 90 年代の群馬におけるアートスペース 

 

                 

 
 
 

 
 
 

会   期 令和 5 年 1 月 21 日（土）～ 4 月 9 日（日） 

会   場 群馬県立近代美術館 展示室１、ギャラリー 

開館時間 午前 9 時 30 分～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで） 
 
休 館 日 月曜日 

観 覧 料 一般 700（560）円 大高生 350（280）円 
 
 
 

主   催 群馬県立近代美術館 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

令和 5 年 1 月 12 日 
群馬県立近代美術館 
電話：027-346-5556 

今回のトピックス 

１ ５つのアートスペースの活動の全貌を紹介 

２ 記録写真や展覧会案内状など豊富な資料を展示 

３ 当時発表された作品により、各時代の表現の特徴を浮き彫りに 

４ 20 世紀後半から現代につながる県内の美術動向を紹介 

高田博厚《美しきエミーⅡ》1963 年 
群馬県立近代美術館蔵 

群馬県立近代美術館 企画展 

県立近代美術館 HP 
（https://mmag.pref.gunma.jp/） 

アートのための場所づくり 

榎倉康二《干渉》1990 年 
個人蔵 

白川昌生《赤－彫刻》1987 年 
群馬県立近代美術館蔵 

この展覧会では、県内 5 つのアートスペースをとりあげます。 
新たな創造を生み出す場としての各スペースの歴史とアートシーンに果たした役割を

検証します。 
 〈煥乎堂ギャラリィ〉   ［1954－2005］  前橋 

20 世紀後半を通して多様な展覧会やイベントを開催し、作家や文化人が分野を超えて集う場となった。 
〈ぐんまアートセンター〉 ［1974－1980］  前橋 

作家が自由に使用できるスペースとして、参加作家の会費により運営された。 
〈コンセプトスペース〉  ［1982－ ］   渋川 

生活と美術を同じ目線でとらえようと、長屋を会場として現在も福田篤夫が企画活動を続ける。 
〈アートハウス〉     ［1987－2002］  沼田／高崎／前橋 

場所と運営メンバーを更新しながら展覧会・イベントを企画・実施した。 
〈北関東造形美術館〉   ［1992－2001］  前橋 

白川昌生らによる「場所・群馬」の活動拠点になるとともに積極的に海外作家を招聘した。 

群馬県立近代美術館 
〒370-1293 群馬県高崎市綿貫町 992-1 
TEL.027-346-5560 
FAX.027-346-4064 

※（  ）内は 20 名以上の団体割引料金 
※中学生以下、障害者手帳等をお持ちの方と 

その介護者 1 名は無料 






